
▲�村内各小学校で運動会が行われました。（写真は千早小吹台小学校４・５・６年生による団体演技「Rainbow Road」。
赤阪小学校は25ページに掲載。）

千早小吹台小学校・赤阪小学校　運動会
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　広報９月号でお知らせしたとおり、村農業の担い手を育成することを主眼においた３つのプロジェクトに大阪府
と共同で取り組んでいます。このうち、「企業の農業参入誘致プロジェクト」は、農業参入企業の誘致とほ場整備
とを一体的に取り組むものです。

■企業の農業参入誘致プロジェクトとは
　村内は、接道している農道が狭い、傾斜地にあるなど、条件が不利な農地が多く、効率的な営農が困難であり、
新規の農業参入も見込みにくい状況にあります。そこで、効率的な農業経営が行えるよう、ほ場整備を行い企業の
参入を誘致するものです。

■ほ場整備によるメリット
　ほ場整備によって、農地の集団化が図られ農業機械による効率的な営農が可能となるなど、生産性が向上します。
このように条件が整ったほ場に整備することによって、企業などの農業参入が見込めます。
　整備した農地は農地中間管理機構（大阪府が出資している（一財）大阪府みどり公社）を通じて企業に15年程
度貸付いただくことになりますが、地権者にとっては自己負担が無く、ほ場、農道、水路が整備される、土地の明
示ができるなどのメリットがあります。

■プロジェクトの取組状況
　現在、農業委員などの協力を得て本プロジェクトに取り組む候補地を選定しているところですが、①ほ場整備と
企業への農地貸付についての地元同意が得られること②当該農地で営農を希望する企業を確保できることの要件を
クリアして初めて本事業を進めることができます。
　現在のところ、村内の２地区で本プロジェクトの実施に向けた調整が進められています。

　村では、モデル事業として１か所で、本プロジェクトを成功させたいと考えています。本プロジェクトに採択さ
れた場合には、話し合いなどを進めてこられた地元の皆様の声に応えられるよう、平成30年度から農業経営に進
出する企業への助成を始めとする各種施策を検討するなど、農業参入企業の誘致や協力していただいた地元への支
援について、大阪府と協力して取り組んでいきます。
〈問い合わせ〉観光・産業振興課

Ａ地区：�当初計画よりも小さい面積となりましたが、地元の同意が得られています。現在、参入企業の確保に
向けて、大阪府と調整を進めているところです。

Ｂ地区：�地元説明会を実施し、「自己耕作するのが困難なのでありがたい話」と言った、前向きな意見があっ
た反面、一部の人からは「自ら耕作を継続したいので無理」という声も上がりました。今後の地元で
の話し合いを通じて本プロジェクトに取り組まれることを期待しています。

ほ場整備とは、農地を大きくして区画形状を整形したり、農業用排水路の整備や農道の整備を行うものです。

・農地が不整形

・�所有者毎の農地
が分散

・�道路や水路が狭
い

・�農地の区画形状
が改善

・�農地の集団化に
伴う営農の効率
化

・�道水路整備に伴
う利便性の向上

ほ場整備後ほ場整備前

➡

農道農道

水路

企業の農業参入誘致プロジェクトについて
～千早赤阪村農の活性化プロジェクト～
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村
長
の
部
屋

　

10
月
３
日（
火
）、
海
外
派
遣
事
業
研
修

報
告
会
が
く
す
の
き
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
含
む
中
学
生

の
語
学
研
修
は
全
国
的
に
珍
し
い
ケ
ー
ス
。

　

今
年
は
女
子
生
徒
２
人
、
男
子
生
徒
６

人
の
８
名
。
報
告
書
は
写
真
入
り
の
立
派

な
も
の
。
皆
さ
ん
の
報
告
を
聞
い
て
い
る

と
、
ま
ず
は
じ
め
羽
田
を
飛
び
立
っ
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
着
く
ま
で
、
不
安

の
連
続
だ
っ
た
こ
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
家
に
慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
（
親
切
で
思
い
や
り
の
あ
る
こ

と
）
が
分
か
る
に
し
た
が
っ
て
元
気
が
出

て
き
た
こ
と
、
バ
デ
ィ
（
現
地
の
生
徒
で

中
学
生
の
世
話
役・ホ
ス
ト
役
）が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
役
と
な
り
、
何
く
れ
と
な

く
親
切
で
め
ん
ど
う
み
が
い
い
こ
と
な
ど

が
印
象
に
残
る
内
容
だ
っ
た
。

　

私
は
中
学
生
た
ち
の
話
を
聞
い
て
、
こ

の
事
業
は
、
生
徒
た
ち
が
「
英
語
力
を
付

け
よ
う
、
英
会
話
は
大
切
だ
」
と
思
う
こ

と
で
、
英
語
を
学
ぶ
一
つ
の
動
機
付
け
に

な
り
、
い
い
結
果
を
生
み
出
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
全
く
何
も
分
か
ら
な
い
外
国

に
行
っ
て
、
た
と
え
数
日
間
と
は
い
え
現

地
の
人
た
ち
と
、
共
に
生
活
で
き
た
こ
と

は
、
す
べ
て
の
こ
と
に
あ
た
っ
て
英
語
力

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
な

り
、
積
極
的
に
物
事
へ
対
処
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
た
。

海
外
派
遣
事
業
報
告
会
に
て

　もっと色々なことを喋っておかないと絶対に後悔すると感じ、勇気
を出して話しかけた結果、思いもよらない事実を知ることの喜びや、
思っていることを心に留めたままにしておくことが、いかにもったい
なかったかを、身をもって実感することができました。私の価値観を
変えてくれる貴重な良い経験になりました。

中学２年　谷口さん

　僕は、頑張って自分の意見を言って良かったと思いました。何か意
見を言う場合は考え込んでしまう時があると思います。しかし、不安
に思い考え込んでしまうより行動が大切だとつくづく実感しました。
この経験を活かし、今後も勉強を続け、創造性豊かで大きな視野と規
模で物事を考えられる大人に近づきたいです。

中学２年　菊井さん

〈問い合わせ〉教育課

千早赤阪村海外派遣事業
～海外研修報告会～

　10月３日（火）、くすのきホールにおいて、８月１日（火）から10日（木）にかけて実施された千早赤阪村海外派
遣事業の研修報告会が開催され、研修生８人による研修報告がありました。
　報告会には、松本村長、田中村議会議長をはじめ村議会議員５名、矢倉教育長をはじめ教育委員３名、西岡
中学校校長、研修生の保護者、一般の村民の方などが足を運ばれました。
　今回海外派遣事業に参加した研修生８人は、派遣先の学校での研修やホームステイ先のファミリーとの出来
事などオーストラリアで体験したこと、感じたことを報告書にまとめて、約５分間の発表をしました。報告会
は矢倉教育長のあいさつで締めくくられ、６月の事前研修から始まった本事業は終了しました。
　村教育委員会では、海外派遣事業に参加してくれた研修生たちがオピニオンリーダーとなり、この研修を通
してできた輪を大きく広げていくことで、千早赤阪村で学ぶすべての子どもたちに、国際社会の一員として未
来を切り拓く力や、生涯にわたり学び続ける意欲を培ってもらいたいと考えています。

～報告内容（抜粋）～
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　人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、「千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて公表します。

人事行政の運営などの状況

₁．職員の任免および職員数の状況
（2）部門別職員数の状況（各年₄月₁日現在）

＊��職員数は、特別職を除く全職員数（教育長を含む）であり、地方公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員を含み、
任期付・再任用短時間勤務職員、非常勤職員を除いています。
＊�区分のその他は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業です。

＊�人件費には、特別職、議員などに支給される給料、報酬などを含みます。

（1）人件費の状況（平成28年度決算総計（普通会計））

₂．職員の給与の状況

住民基本台帳人口
（平成29年3月31日）

歳出額Ａ
（千円）

実質収支
（千円）

人件費Ｂ
（千円）

人件費率
（B/A）

平成2７年度の
人件費率

5,454人 3,146,632 134,368 669,486 21.2% 22.1%

部門 区　分
職員数（人） 対前年

主な増減理由
平成28年 平成29年 増減数

一
　
般
　
行
　
政

議　　会 2 1 △ 1 再任用短時間職員の雇用による減

総　　務 20 25 5

社会福祉協議会・水道企業団への派遣によ
る増
府から職員（設備職）の受け入れによる増
再任用職員の雇用による増

税　　務 5 7 2 人事異動に伴う増

民　　生 7 7 0

衛　　生 6 5 △ 1 水道企業団への身分移管に伴う減（水質関係）

農林水産 4 4 0

商　　工 4 4 0

土　　木 7 5 △ 2 正規職員から任期付職員への振替に伴う減

小　　計 55 58 3

特
別

行
政

教　　育 10 9 △ 1 退職に伴う減（平成29年10月で補充）

小　　計 10 9 △ 1

公
営
企
業

会
　
計
　
等

水　　道 4 0 △ 4 水道企業団への身分移管に伴う減

下　水　道 3 3 0

そ　の　他 7 7 0

小　　計 14 10 △ 4

総　合　計 79 77 △ 2
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＊�一般行政職とは、全職種から税務職、保健職、企業職、技能労務職、教育職を除いた職種です。
＊�平均給与月額は、基本給月給（給料＋扶養手当＋地域手当）です。

（4）職員の初任給の状況（平成29年₄月₁日現在）

区　　分
千　早　赤　阪　村 国

初　任　給 採用₂年経過
後の給料月額 初　任　給 採用₂年経過

後の給料月額

一 　 般
行 政 職

大 学 卒 178,200円 190,100円 178,200円 190,100円

高 校 卒 146,100円 154,500円 146,100円 154,500円

＊�村の給与条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数です。

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成29年4月1日現在）

区分 ₁　級 ₂　級 ₃　級 ₄　級 ₅　級 ₆　級 ₇　級
計標準的な

職務内容
主 事
技 師

主 事
技 師 主 査 係 長

主 査 課長代理 課 長 理 事

職 員 数 6人 17人 4人 11人 13人 9人 3人 63人
構 成 比 9.5％ 27.0％ 6.3％ 17.5％ 20.6％ 14.3％ 4.8％ 100％

（6）職員手当の状況
①期末手当、勤勉手当および退職手当（平成29年₄月₁日現在）

区　　分 千　早　赤　阪　村 国

期末手当
勤勉手当

	   　　　　　　　期末手当		 勤勉手当

同じ
	 ６月期	 1.225月	 0.85月
	 12月期	 1.375月	 0.85月
	 計	 2.60月	 1.60月

職務上の職階、職務の級などによる加算措置　有

退職手当

区　　分 自己都合 勧奨・定年

同じ
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
　　 　（２％〜20％加算） 同じ

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成29年₄月実績）

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢

一 般 行 政 職 3 1 3 , 9 0 0円 3 4 9 , 4 0 0円 4 2 . 4歳

（2）職員給与費の状況（平成29年度一般会計予算）

＊�職員数は、４月１日現在の一般会計に属する職員（教育長を含まない）の数です。
＊職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。
＊�給与費については、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を
含んでいません。
＊給与費は当初予算に計上された額です。

職　員　数
A

（人）

給　　　　与　　　　費 １人当たり給与費
（B/A）
（千円）

給　　料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・勤勉手当
（千円）

計　　B
（千円）

74 283,786 62,972 113,921 460,679 6,225
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④特殊勤務手当（平成29年₄月₁日現在）

手　当　の　種　類 内　　　容

伝染病防疫作業従事手当 １日 1 , 0 0 0円
犬・猫死体処理作業従事手当 １件 1 , 0 0 0円

③扶養手当、住居手当および通勤手当（平成29年₄月₁日現在）

区分 内　　　容 千 早 赤 阪 村 国の制度との異同

扶
養
手
当

配 　 　 偶 　 　 者 	 10,000円

同じ

そ の 他 の 扶 養 親 族
	 8,000円
（配偶者がいない１人目	 9,000円）
（配偶者が扶養対象外の１人目	 6,500円）

16 歳 か ら 22 歳 ま で の 子 （上記の額に加算）	 5,000円
住
居

手
当

借家で家賃（12,000円を超え
る額）を支払っている者 27,000円を限度として支給

通
勤
手
当

交 通 機 関 利 用 者 運賃が55,000円以下については運賃相当額（６カ月
定期券相当分支給）

自動車など交通用具利用者 距離に応じて　2,000円～31,600円 同じ

②地域手当（平成29年₄月₁日現在）

＊支給月額は一般行政職

支 　 給 　 対 　 象 　 地 　 域 全地域
支 　 　 　 　 　 　 　 　 給 　 　 　 　 　 　 　 　 率 ６％
国 の 指 定 基 準 に 基 づ く 支 給 率 ６％
支給対象職員平均支給月額（平成29年4月支給平均） 1 9 , 8 0 0円

＊�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数として用いられるものです。

（7）ラスパイレス指数の状況（各年₄月₁日現在）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
ラスパイレス指数

（前年度比）
9 8 . 0  

（ △ 7 . 3 ）
9 8 . 8  

（ 0 . 8 ）
9 6 . 8

（ △ 2 . 0 ）
府内町村平均 9 6 . 8  9 7 . 3  9 7 . 2  
全国町村平均 9 5 . 6  9 5 . 8  9 6 . 3  

（8）特別職の報酬などの状況（平成29年₄月₁日現在）

区　　　分 月 額 な ど

給　料
村　 長 750,000円
副 村 長 650,000円
教 育 長 540,000円

報　酬
議　 長 350,000円
副 議 長 320,000円
議　 員 300,000円

期　末
手　当

村　 長
副 村 長
教 育 長
議　 長
副 議 長
議　 員

６月期　　　　　　2.075月
12月期　　　　　　2.225月
　合計　　　　　　 4.30月

＊村長、副村長はこの他に通勤手当のみ支給しています。地域手当などの諸手当はありません。
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₇．職員の福祉および利益の保護の状況

₃．職員の勤務条件や服務の状況
（1）勤務時間など

　

10
月
１
日
に
事
務
職
員
３
名
、
幼
稚
園

主
任
教
諭
（
任
期
付
職
員
）
１
名
を
新
規

採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
年
度
途
中
で

退
職
し
た
職
員
の
欠
員
補
充
で
す
。

　

10
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。（　

）
は
前
職
。

【
係
長
】

○
主
任
教
諭　

　

首
藤　

千
賀
子

【
主
事
級
・
主
事
補
】

○
総
務
課
主
事

　

辰
己　

洋
亮
（
総
務
課
主
事
補
）

○
健
康
福
祉
課
主
事

　

奥
野　

絵
梨
（
健
康
福
祉
課
主
事
補
）

○
教
育
課
主
事

　

西
本　

友
亮
（
総
務
課
主
事
）

○
総
務
課
主
事
補

　

小
熊　

健
司

○
総
務
課
主
事
補

　

高
岡　

圭
大

○
人
事
財
政
課
主
事
補

　

成
尾　

彩

₆．職員研修の状況（平成28年度）
研修区分 主な研修 参加人数

人事関係研修 法令（行政法・地方自治法）研修、メ
ンタルヘルスマネジメント実践研修など 20人

人 権 研 修 人権関係研修、同和問題研修など 69人

派 遣 研 修

中部都市職員研修協議会、おおさか市
町村職員研修研究センターの研修への
派遣（部下育成研修、法令研修、政策
課題研修、新人職員研修など）

57人

〈問い合わせ〉人事財政課

₈．公平委員会での業務の状況
（平成28年度）

業 務 の 種 類 件 数
職員の勤務条件に関する措置の
要求の処理件数 ０件

職員に対する不利益な処分の不服
申立ての処理件数 ０件

勤 務 時 間
午前９時から午後５時30分まで
１日当たり７時間45分勤務（休憩時間を除く。）
週38時間45分勤務

週　 休　 日 土曜日、日曜日
休 　 　 　 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日および年末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）

休 憩 時 間 正午から午後０時45分まで
なお、勤務時間などは勤務場所により異なります。

（2）休暇制度など

年 次 有 給 休 暇 １年につき20日間付与
平成28年職員の平均取得日数は6.9日

そ の 他 の 休 暇 病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業などがあります。

₄．育児休業の状況（平成28年度）

区　　分 所得者数
育児休業 0 人
部分休業 0 人
育児短時間勤務 0 人

₅．職員の分限及び懲戒処分の状況
  　　　　　　　　　（平成28年度）

処分の種類 処分者数
分　限　処　分 2 人

懲戒処分

免職 0 人
停職 0 人
減給 1 人
戒告 0 人

地方公務員法により、職員の福利厚生事業を行っています。
民間事業者の会員制福利厚生事業へ加入し、生活支援事業を
実施しました（補助率50％）。

千
早
赤
阪
村
人
事
異
動

（
10
月
１
日
付
け
）
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道路沿いに張り出して交通に支障を及ぼす竹木の伐採のお願い

　沿道竹木などの管理が適正にされていないと、道路を通行中に自動車が接触したり、枯れ木の枝が落下したり、

道路側への倒木により通行できなくなり、道路利用者の安全な通行ができません。

　竹木の倒木などが原因で自動車や歩行者などに事故が発生すると、竹木の所有者の責任を問われることがありま

すので、適正な管理をお願いします。

　また、ご自宅から道路などに張り出している竹木についても、適正な管理をお願いします。

　なお、風雨などにより道路通行への危険が迫ったときは、緊急措置として道路管理者が交通の支障となる竹木の

伐採などを行い、通行の確保を行いますのでご理解とご協力をお願いします。

作業が必要な状況
　○次のような状況が見られる土地の所有者の人は竹木の伐採、またはせん定をお願いします。	 　　　　　　　

　　１　道路、歩道へ竹木が張り出し、通行への障害又はそのおそれがあるもの。

　　２　倒木、折れ枝の落下などによる通行への障害又はそのおそれがあるもの。

　　　＊竹木の伐採等を行う場合には、次のことに特にご注意してください。

　　　　・送電線や通信線がある作業場所では、事前に最寄りの関係事業者に相談してください。

　　　　・自動車、歩行者等へ十分注意し安全を確保して作業を行い、作業事故防止を図ること。

　　　　・�道路上で作業の場合は、所定の手続き（道路使用許可、道路占用許可等）が必要となる場合があります

ので、詳しくは施設整備課へ問い合わせください。

※ �道路法第３０条及び道路構造令第１２条では、道路を安全に通行するため、車道の上空4.5m、歩道の上空 
2.5ｍの範囲に通行の障害となる物を置いてはならないと規定されています。

せん定が必要な箇所せん定が必要な箇所
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日
時　

11
月
11
日（
土
）
午
後
２
時
～
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
12
日（
日
）

場
所　

下
赤
阪
の
棚
田
一
帯

内
容

○
棚
田
夢
灯
り
（
下
赤
阪
の
棚
田
）

•

３
千
本
の
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

•
�

演
奏（
村
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
）

•
�

ラ
イ
ブ（
地
元
出
身
の
音
楽
グ
ル
ー
プ「
ツ

ル
ビ
ル
」）

○
収
穫
祭
（
中
学
校
運
動
場
）

•

約
30
店
舗
出
店
し
ま
す
。

•

野
菜
、
加
工
品
、
軽
食
類
の
販
売

•

棚
田
や
農
業
に
関
す
る
展
示
な
ど

•

○
×
ク
イ
ズ

駐
車
場　

村
民
運
動
場
お
よ
び
赤
阪
小
学
校

（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
あ
り
）

※�

送
迎
バ
ス
は
片
道
１
０
０
円
の
協
力
金
を

お
願
い
し
ま
す
（
中
学
生
以
下
無
料
）。

来
場
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス
は
、
例

年
大
変
混
雑
し
、
乗
車
待
ち
が
１
時
間
に
お

よ
ぶ
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
運
動
場
か
ら
会
場
ま
で
は
徒
歩
約
15

分
で
す
の
で
、
送
迎
バ
ス
混
雑
の
際
は
、
徒

歩
移
動
も
検
討
く
だ
さ
い
。
昼
は
棚
田
風
景

を
、
夜
は
灯
ろ
う
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
た

14：00～　開会式

　（中学校運動場）

15：00～　○×クイズ

　（中学校運動場）

16：00～　演奏（農村公園）

　村立中学校吹奏楽部

16：30～　ライブ（農村公園）

　地元出身の音楽グループ「ツルビル」

イベント内容
だ
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯

　

�

り
＆
収
穫
祭
２
０
１
７
実
行
委
員
会
（
観

光
・
産
業
振
興
課
内
）

民法

（竹木の枝の切除）									         　
第�２３３条　隣地の竹木の枝が境界線を超えるときは、その竹木の所有者に、その枝を切除させること

ができる。
（土地の工作物等の占有者及び所有者の責任）
第�７１７条　土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その

工作物の所有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。ただし、占有者が損害の発生を
防止するのに必要な注意をしたときは、所有者がその損害を賠償しなければならない。

　２　前項の規定は、竹木の植栽又は支持に瑕疵がある場合について準用する。
　３　�前二項の場合において、損害の原因について他にその責任を負う者があるときは、占有者又は所

有者は、その者に対して求償権を行使することができる。

道路法

（道路に関する禁止行為）
第４３条　何人も道路に関し、左に揚げる行為をしてはならない。
　１　みだりに道路を損傷し、又は汚損すること。
　２　�みだりに道路に土石、竹木等の物件をたい積し、その他道路の構造又は交通に支障を及ぼす虞の

ある行為をすること。

〈問い合わせ〉施設整備課

金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り

＆
収
穫
祭
２
０
１
７
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実習の様子（資料撮影実習）

※�講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※�講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
※�全ての講座を受講された人には、修了証を交付します。
時間　午後２時～４時　　　　　　　　　　　　場所　くすのきホール２階会議室（エレベーター有）
定員　各回50人（受講登録者優先・先着順）　　費用　１回400円　　
受付　随時　※土・日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課 ☎�1300　 �1400
※�電話・ＦＡＸの他、くすのきホール窓口や受講当日の受付でも直接申し込むことができます。
※�登録の際は、郵便番号、住所、氏名、電話番号を伺います。

　教育課では、９月５日（火）から９日（土）までの５日間、阪南大学から博物館実習生６名を村立郷土資料館
に受け入れました。その実習の中で、資料館の収蔵庫に眠る資料を掘り起し、常設展示しています。今後は、
展示した資料の説明板の更新などを博物館講座受講生と共に順次行う予定です。新しくなった展示を見に、
資料館を訪れてみてください。

前期「中世の近畿、大坂、南河内」⇒ 終了しました。
後期（第７回～第８回）「河内の古墳文化」

回 講座日 タイトル 講　　師

７ 11月10日（金） 百舌鳥古墳群の造営
－世界遺産登録の取組みの紹介を兼ねて－

百舌鳥・古市古墳群世界文化
遺産登録推進本部会議事務局

十河　良和 氏

８ 12月８日（金） 近つ飛鳥周辺の後・終末期古墳 大阪府立近つ飛鳥博物館副館長
森本　徹 氏

村民大学歴史講座、今後の開講予定

資料館の展示が新しくなりました
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地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
手
始
め
と
な
る
『
役
場
敷
地
』
を
確
定

す
る
た
め
の
「
新
庁
舎
建
設
現
況
測
量
業

務
」
を
本
年
５
月
に
発
注
し
、
現
在
、
現

況
測
量
ま
で
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
現
況
測
量
終
了
後
、
直
ち
に
庁

舎
敷
地
の
境
界
確
定
業
務
に
着
手
す
る
予

定
で
し
た
が
、
昭
和
37
年
７
月
の
土
地
取

得
時
の
明
示
が
無
く
、
ま
た
、
境
界
確
定

の
根
拠
と
な
る
公
図
な
ど
の
公
的
資
料
と

現
況
に
大
幅
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
土
地
取
得
の
際
に
、

明
示
や
公
図
訂
正
を
行
う
な
ど
、
村
有
財

産
と
し
て
適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
過
去
の
管
理
の
不

備
に
よ
り
、
新
庁
舎
建
設
の
進
捗
が
遅
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
、
新
庁
舎
建
設
に
必
要
と
な
る
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
を
得
る
た

め
に
は
、
民
有
地
な
ど
と
の
境
界
確
定
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
関
係
地

権
者
や
法
務
局
な
ど
と
調
整
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
心
配
を

お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
に

と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
戦
略
室

新
庁
舎
建
設
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

〈11月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

１ 水 ★ 午前10時30分～

地域子育て支援センター

屋上ボール遊び

７ 火 ★ 午前10時～
焼きいも作り
費用　100円

（予約は６日（月）までに）
８ 水 ★ 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定

15 水 ★ 午前10時～
寄せ植え教室
費用　500円

（予約は６日（月）までに）
17 金 ★ 午前10時～11時 子育て世代のためのミニマネー講座
22 水 ★ 午前10時～10時30分 げんき親子体操

28 火 ★
午前９時45分

～
11時30分

城山オレンジ園

バスでおでかけ（雨天中止）
費用　バス代 200円
　　　入園料 850円（大人）

550円（幼児）
持ち物　水筒、タオル、その他

（予約は22日（水）までに）
29 水 ★ 午前10時～ 地域子育て支援センター クリスマス制作

☆今月の一押し　�　焼きいも作り　　一緒に焼きいも作りに挑戦！
　　　　　　　　　ホクホクの美味しいお芋を食べましょう。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、
親子でのびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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　●集団検診（実施場所：保健センター）
検診項目 対象者 内容 日程ほか

胃がん検診

受診日現在
40歳以上の人
（年度に1回）

問診
Ｘ線間接撮影　　 11月19日（日） 

当日受付：午前８時30分～11時

大腸がん検診だけを受診する人で、当日
本人が来られない場合は必ず相談 くだ
さい。

大腸がん検診 問診
便潜血検査

肺がん・結核検診
問診
胸部Ｘ線直接撮影

（喀痰検査は必要
な人のみ実施）

個別がん検診ご存知ですか？
　集団検診は日程が合わないなどの理由から検診を受けたことがない方もいるのではないでしょうか。
　個別検診は下記の医療機関で受診できるため、ご自身のライフスタイルに応じた受診が可能です。村では一人で
も多くの方に検診を受診していただけるように無料化し、検診を個別で受けられるようにしています。
　今年度4月以降に、検診を受けていない人は、この機会にぜひ検診を受けてください。

●個別検診（指定医療機関で実施）
検診項目 対象者 内容 指定医療機関

大腸がん検診
受診日現在

40歳以上の人
（年度に1回）

問診
便潜血検査

村国保診療所
（保健センター内・千早診療所）　
植田診療所

乳がん検診

受診日現在、40歳以上の和暦
で偶数年生まれの人

（２年に１回）
昨年度受診していない場合は奇
数年生まれでも受診できます。

いぬいクリニック－問診・視触診・マンモグラフィ検査
　　　　　　（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

富田林病院－問診・マンモグラフィ検査
　　　　　　（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん検診

受診日現在、20歳以上の和暦
で偶数年生まれの人

（２年に１回）
昨年度受診していない場合は奇
数年生まれでも受診できます。

問診・視診・内診・
子宮頸部細胞診

（子宮体部細胞診は必要
な人のみ実施可能）

富田林病院
あやレディースクリニック
斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科
たけい産婦人科

５がんセット検診
（胃・大腸・肺・
 乳・子宮頸部）

※５種類のがん検診を
　 一日で受診できます。

胃、肺
：受診日現在40歳以上の人

（年度に1回）

大腸、乳、子宮頚
：上記と同じ

〈胃〉問診・X 線デジタル撮影
〈肺〉問診・X 線デジタル撮影
　（喀痰検査は必要な人のみ）

〈乳〉集団検診の内容と同じ
〈大腸・子宮〉上記と同じ

がん循環器病予防センター
（大阪市城東区森之宮）

肝炎ウイルス検診

①年度内に40歳になる人
②�年度内に41歳以上で過去に

受けたことがない人
③�年度内に41歳以上で特定健

診などで肝機能検査に異常
がある人

４月末に送付した案内・受診
券・問診票を持っている人は
申込不要です。

血液検査
　Ｂ型肝炎ウイルス検査
　Ｃ型肝炎ウイルス検査

村国保診療所
（保健センター内・千早診療所）
植田診療所

成人歯科
健康診査

４月１日現在
40歳・50歳・60歳・70歳の人

問診
口腔内診査
結果説明

富田林歯科医師会管内の医療機関

※個別検診の実施期間は3月30日まで。
●申し込み
　　電話または窓口にて、保健センターで申し込みを受け付けします。
　　申し込みされた人には詳しい案内を送付します。

今年度の集団検診は11月19日（日）で最後です

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）
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　認知症予防、体力づくり、筋力＆脳トレーニングなどを楽しく実践しながら学び、寝たきりや閉じこもりになら
ない身体づくり・仲間づくりを目指しています。

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（介護予防）

第２期分の納期限は、１１月３０日（木）です。
期限内に納付していただきますよう、よろしくお願いします。

＊第２期分の納付書を破損・紛失された場合は、府税事務所へお問い合わせ下さい。
　（口座振替をご利用いただいている場合は、納付書は送付していません。）
＊年間の税額が１万円以下の場合は、第２期分の納付書はありません。
＊�個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエンスストア収納用のバーコードが印刷されたもの（３０万円以下のも

の）については、以下の全国のコンビニエンスストアで納めることができます。

＊�納付には、便利で安心・安全な口座振替制度をご利用ください。
＊お問い合わせ先
　大阪府南河内府税事務所　☎0721-25-1131
　　　府税ホームページ

第２期分の納付書は、平成２９年８月にお送りした個人事業税の納税通知書
に同封しております（口座振替をご利用の方を除きます）

サークルＫ、サンクス、セブン - イレブン、デイリーヤマザキ、ニューヤマザキデイリー
ストア、ファミリーマート、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショップ、
ヤマザキデイリーストアー、ローソン、MMK設置店　　　　　　　　　　（五十音順）

府税あらかると 検索
⬆

実 施 内 容
開講式、介護予防運動指導員による講話とイスやマットを使った運動や体操、看護師・保健師
による健康チェック、体力測定（座位体前屈、座位ステッピング、開眼片足立ち、ツーステップ） 
修了式など

対 象 者

65歳以上の住民で下記①～⑤の条件を満たす人 
　①介護認定（要支援を含む）を受けておらず、介護保険サービスを利用していない 
　②介助なしで座ってする運動が可能 
　③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されている 
　④送迎はないので自力で会場まで来ることができる 
　⑤過去に同じ教室を受講したことがない

回 数 １クール12回（週に１回、３か月間）

定 員
15人 
・原則、全回参加できる人優先。 
・申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参加決定通知送付

申 込 期 間 11月１日（水）～（定員になり次第締め切り）

場 所 小吹台地域自治会館　

参 加 費 スポーツ保険（希望者のみ）として1,200円／人、毎回参加時に250円／人

実 施 日 １月11日・18日・25日、２月１日・８日・15日・22日、３月１日・８日・15日・22日・29日の
午前10時～正午（全日木曜日）

大阪府広報担当
副知事もずやん

【KC（健康長寿）エクササイズ3回生の参加申し込み受付します】

【個人事業税のお知らせ】
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人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
�

地
域
を
活
か
す
子
ど
も
た
ち
の
目
岡
田　

耕
治

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

訪
問
先
の
方
は
、
庭
に
出
て
子
ど
も
が

や
っ
て
来
る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
見
守
り
活
動
に
参
加
す
る
小

学
五
年
生
が
、
今
習
っ
て
い
る
リ
コ
ー
ダ
ー

を
吹
こ
う
と
す
る
の
に
曲
が
浮
か
ん
で
き
ま

せ
ん
。「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
よ
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。「
そ
ん
な
こ
と
は
い
く
ら

で
も
あ
る
よ
。
無
理
し
な
く
て
い
い
よ
」
と

も
。
付
添
い
の
大
人
か
ら
も
う
一
人
の
六
年

生
に「
今
日
ど
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
た
の
？
」

と
声
が
か
か
り
、
土
器
づ
く
り
の
こ
と
を
話

し
は
じ
め
ま
す
。「
ど
ん
な
ふ
う
に
作
る

の
？
」
と
話
し
が
弾
み
ま
す
。
五
年
生
も
曲

を
思
い
出
し
て
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を
吹
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
勤
務
し
て
い
た
岬
町
立
深
日
小
学
校

で
は
、「
見
守
り
隊
・
キ
ッ
ズ
Ｅ
ｙ
ｅ
ぼ
ら

ん
て
ぃ
あ
」
と
い
う
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
へ
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
の
基
本
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
希
望
す
る
子
ど
も
二
人
、
付
添
い
の
地

区
福
祉
委
員
さ
ん
や
民
生
児
童
委
員
さ
ん
な

ど
大
人
二
人
の
構
成
。
下
校
時
刻
に
大
人
が

学
校
ま
で
来
て
く
れ
、
二
人
の
子
ど
も
と
毎

週
一
回
、地
域
内
の
高
齢
者
を
訪
問
し
ま
す
。

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
」
を
は
じ
め
、
日
頃
の
地
道

な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
地
域
福
祉
優
秀
実
践

賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
前
日
企
画
と
し
て
、

岬
町
の
取
り
組
み
を
全
国
か
ら
視
察
に
来
ら

れ
た
と
き
、
本
校
の
活
動
を
報
告
し
た
。
ま

ず
深
日
地
区
福
祉
委
員
さ
ん
が
、
実
際
に
ど

の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
訪
問
活
動
を
し
て

い
る
の
か
を
紹
介
。〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
人
に
話
し
か
け
る
な
ん

て
出
来
な
か
っ
た
子
が
、
地
域
の
お
年
寄
り

に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
家
で
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
が
で
き
る
よ
に
な
り
ま

し
た
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
〉
と
。
そ
の
後
、
本
校
を
は
じ
め
、

多
奈
川
小
学
校
、
淡
輪
小
学
校
、
岬
中
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
っ
た
。

　

実
践
報
告
の
あ
と
、
広
島
の
参
加
者
か
ら

福
祉
と
学
校
と
の
間
に
は
、
高
い
壁
が
存
在

す
る
の
が
普
通
だ
が
、
な
ぜ
岬
町
で
は
、
社

会
福
祉
と
学
校
教
育
が
こ
の
よ
う
な
連
携
が

図
れ
る
の
か
？
と
い
う
質
問
が
出
た
。
岬
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
者
は
、
最
初
は
岬

町
で
も
高
い
壁
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
何
度

も
学
校
に
足
を
運
び
、
先
生
方
の
し
ん
ど
さ

を
共
感
で
き
た
と
き
に
連
携
が
始
ま
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
、
何
よ
り
社
会
福
祉
と
学
校
教

育
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、「
子
ど
も
た

ち
の
不
思
議
な
チ
カ
ラ
」な
ん
だ
と
答
え
た
。

年
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
全
校
児
童
の

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
子
ど
も
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
は
校
長
と

し
て
、
活
動
を
始
め
る
子
ど
も
た
ち
に
次
の

よ
う
に
声
を
か
け
ま
す
。〈
高
齢
者
の
方
は
、

皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
の
を
心
待
ち
に
し
、

皆
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
明
る
く

な
り
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。学
力
を
伸
ば
す
秘
訣
は
、

大
人
の
人
と
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

こ
の
一
年
で
き
っ
と
成
績
も
伸
び
る
と
思
い

ま
す
よ
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。〉

　

活
動
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
１
年

後
、〈
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、

あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
〉〈
は
じ
め

は
あ
ま
り
話
せ
な
か
っ
た
け
ど
、
話
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
楽
し
か
っ
た
〉〈
昔
の
こ
と

や
戦
争
の
話
を
し
て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ

た
〉と
い
っ
た
感
想
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
そ
の
後
の
報
告
〉

　

平
成
二
六
年
六
月
に
日
本
地
域
福
祉
学
会

が
堺
市
で
開
催
さ
れ
た
が
、
岬
町
社
会
福
祉

協
議
会
は
、「
見
守
り
隊
・
キ
ッ
ズ
Ｅ
ｙ
ｅ

【
図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

11
月
の
新
着
本

　

今
月
の
主
な
新
刊
本
を
、
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
図
書
室
に
な
い
本
は
、
府

立
や
府
内
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

休
室
日
は
3
・
6
・
13
・
20
・
23
・

27
日
で
す
。

◆
一
般
書

む
ー
さ
ん
の
自
転
車	

（
ね
じ
め
正
一
）

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ワ
イ
ル
ド	（
堂
場
瞬
一
）

院
長
選
挙	

（
久
坂
部
羊
）

Ｒ
帝
国	

（
中
村
文
則
）

神
の
涙	

（
馳
星
周
）

盤
上
の
向
日
葵	

（
柚
月
裕
子
）

末
永
く
、
お
幸
せ
に	（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

さ
ら
さ
ら
流
る	

（
柚
木
麻
子
）

こ
の
世
の
春　

上
下	

（
宮
部
み
ゆ
き
）

ワ
ル
ツ
を
踊
ろ
う	

（
中
山
七
里
）

淳
子
の
て
っ
ぺ
ん	

（
唯
川
恵
）

覚
悟
の
紅	

（
上
田
秀
人
）

ネ
コ
が
お
し
え
る
ネ
コ
の
本
音

	

（
山
本
宗
伸
）

室
内
飼
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
お
悩
み
解
消
法

	

（
佐
藤
え
り
奈
）

釣
り
竿
一
本
か
ら
は
じ
め
る
魚
釣
り

	

（
村
越
正
海
）

◆
児
童
書

お
し
り
た
ん
て
い　
い
せ
き
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

	

（
ト
ロ
ル
）

の
ら
犬
ボ
ン	

（
た
じ
ま
ゆ
き
ひ
こ
）

チ
ビ
ま
じ
ょ
チ
ャ
ミ
ー
と
チ
ョコ
レ
ー
ト
お

う
じ	

（
藤
真
知
子
）

激
流
の
サ
バ
イ
バ
ル	

（
韓
賢
東
）
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健

康

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象　

①
65
歳
以
上
と
、
②
60
歳
～
64
歳
で

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
が
い
の
あ
る

人
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
す
る
人

期
間　

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）ま
で

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪
村
・
富

田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
大
阪
狭
山
市
）

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。）

備
考

・
対
象
者
への
個
別
通
知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・�

事
前
に
予
約
な
ど
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉
課
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

・�

指
定
医
療
機
関
以
外
の
施
設
に
入
所
中
ま
た

は
病
院
に
入
院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

任
意
接
種
（
予
防
接
種
法
の
対
象

外
で
接
種
義
務
の
な
い
予
防
接
種
）

の
費
用
助
成

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
村
独
自
に

助
成
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
定
期
接
種
対
象
外
の
１
歳
～
小
学

６
年
生
の
小
児
を
対
象
に
、
任
意
接
種
の
費

用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。接
種
は
３
回
で
、

１
回
あ
た
り
の
助
成
額
は
上
限
５
千
円
で

す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
29
年
９
月
ま
で
の
期
間

限
定
で
し
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て
費
用
助

成
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

健
康
チ
ェッ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

　

12
月
３
日（
日
）の
人
権
の
つ
ど
い
に
合
わ

せ
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
自
身
の
健
康
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

体
験
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
ま
す（
人
権
の
つ

ど
い
に
関
し
て
は
村
広
報
紙
11
月
号
と
同
時

配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

一
昨
年
度
の
福
祉
の
つ
ど
い
時
に
開
催
し

た
際
に
、
大
好
評
で
行
列
が
で
き
た
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

日
時　

12
月
３
日（
日
）
正
午
～
午
後
３
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル　

２
階

対
象　

村
民
（
健
康
チ
ェ
ッ
ク
体
験
コ
ー

ナ
ー
だ
け
の
参
加
で
も
可
）

内
容

【
主
な
測
定
コ
ー
ナ
ー
】

①
血
管
年
齢
を
測
っ
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
ー

　

血
管
年
齢
測
定
装
置
で
末
梢
血
管
の
血
管

年
齢
を
測
定
し
、
血
管
の
老
化
を
推
測
で
き

ま
す
。
指
一
本
、約
18
秒
で
測
定
で
き
ま
す
。

②
脳
年
齢
を
測
っ
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
ー

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
上
の
数
字
を
押
し
て
記
憶

力
と
処
理
能
力
の
低
下
傾
向
を
測
定
し
て
、

脳
年
齢
を
総
合
判
定
し
ま
す
。

③�

筋
肉
＆
脂
肪
量
を
測
っ
て
み
よ
う
コ
ー

ナ
ー

　

体
成
分
分
析
装
置
で
、
体
の
中
の
筋
肉
・

脂
肪
量
を
測
定
し
ま
す
。

④
血
圧
を
測
っ
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
ー

⑤
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　

認
知
症
予
測
テ
ス
ト
、
ロコ
チ
ェッ
ク
な
ど

※�

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
・
が
ん
検
診
な

ど
、
村
の
健
康
情
報
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

費
用　

無
料

申
し
込
み　

不
要

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081
小吹台連絡所… ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド…
… ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館… ……☎�1588
B&G 海洋センター………☎�7183
学校給食センター………☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
～
め

ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」
参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

実
施
回
数　

１
コ
ー
ス
で
７
回
実
施
。
11
月

か
ら
後
半
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
細
は
千
早
赤

阪
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

11
月
の
実
施
は
運
動
と
栄
養
の
２
回
で
す
。

申
込
方
法　

基
本
的
に
は
１
コ
ー
ス
（
全
７

回
）
ご
と
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
健
康
の
た
め
の
土
台
づ
く
り

「
運
動
の
基
本
を
知
ろ
う
」

運
動
実
技

・
運
動
の
必
要
性

・
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

日
時　

11
月
21
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

「
栄
養
の
基
本
を
知
ろ
う
」

栄
養
講
義
（
実
演
・
試
食
）

・
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

・
脂
肪
を
減
ら
す
コ
ツ

①
豆
腐
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

②
さ
つ
ま
い
も
の
く
る
み
も
ち

日
時　

11
月
28
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

�

村
内
在
住
で
64
歳
以
下
の
人
（
平
成

29
年
度
４
月
１
日
現
在
）

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
）

　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

費
用　

初
回
３
０
０
円

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

※�

保
育
が
必
要
な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お

勧
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、さ
か
の
ぼ
っ

て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※�

追
納
の
申
し
込
み
・
相
談
は
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険

料
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
さ
れ
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
１
年
間
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
）
の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と
で
、
税
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た
こ
と
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
平
成
30
年

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん

　

き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な

る
場
合
☎
03（
６
７
０
０
）１
１
４
４

※�

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

11
月
１
日（
水
）～
平
成
30
年
３

月
15
日（
木
）

受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

第
２
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
、
12
月
29
日（
金
）～
平
成
30
年
１
月

３
日（
水
）は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

気
象
・
住
居
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』

☎
�
１
３
８
８
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11
月
は「
年
金
月
間
」、11（
い
い
）

月
30（
み
ら
い
）日
は
「
年
金
の

日
」
で
す
！

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
協

力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
付
け
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
・
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
30
日（
木
）は
、
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
老
後

の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
す「
年
金
の
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

○
活
動
内
容

・�

年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各
地
で

「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

・�

大
学
、
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や
事
業
所

な
ど
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年

金
制
度
説
明
会
の
開
催

・�

年
金
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催

〈
問
い
合
わ
せ
〉
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

国
民
年
金
基
金
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
年
金
を

上
積
み
す
る
公
的
な
制
度
で
す
。
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
人
）
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
や
、
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
や
海
外
移
住
さ
れ
て
い
る
人
で
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人
が
加
入
で
き

ま
す
。

　

掛
金
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
と
し
て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取
る
年
金
に
も
公

的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
税
制

面
で
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
国
民
年
金
基
金

　

☎
06（
６
７
７
５
）５
７
７
５

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
�
４
１
９
２

保

険

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た

　

11
月
１
日（
水
）か
ら
有
効
の
新
し
い
被
保

険
者
証
を
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
し
た
。

送
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
の
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
古
い
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

※
旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
灸
・
あ

ん
ま
・
マッ
サ
ー
ジ
の
正
し
い
か
か
り
方

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
に
よ
る

施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
は
り
・
灸
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
で
も
、
す

べ
て
の
場
合
で
健
康
保
険
を
使
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
か
か
り
方
を
理
解
し
、
適
切
な
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
が
使
え
る
の
は
「
骨
折
・
脱
臼
・

打
撲
・
捻
挫
（
肉
ば
な
れ
を
含
む
）」
の
み
で
、

骨
折
・
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
以
外
は
、
あ

ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。
単
な

る
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
は
健
康
保
険
が
使
え

ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

健
康
保
険
を
使
っ
て
施
術
を
受
け
た
と
き

は
、「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇
所

や
回
数
を
確
認
し
て
か
ら
署
名
押
印
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
病
気

の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同
時
に
施
術
を
受

け
た
場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
灸
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
を
使
う
た
め
に
は
、
対
象
と
な

る
疾
患
や
症
状
が
限
ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
か

じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診
断

書
が
必
要
で
す
。
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安

な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の

た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
健
康
保
険
が
使

え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
病
気

の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同
時
に
施
術
を
受

け
た
場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

※�

柔
道
整
復
師
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

は
、必
ず
領
収
書
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

税

固
定
資
産
税
４
期
分
の
納
税
は

11
月
30
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
府
民
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

未
納
が
あ
る
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）
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下

水

排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

　

新
た
に
１
業
者
を
村
排
水
設
備
工
事
指
定

業
者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合
計
41
業
者
）。

　

排
水
設
備
の
新
設
、
改
造
工
事
は
、
必
ず

村
の
指
定
し
て
い
る
排
水
設
備
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

指
定
業
者
は
、工
事
の
依
頼
を
受
け
る
と
、

申
請
や
工
事
に
関
す
る
書
類
手
続
き
な
ど

を
す
べ
て
代
行
し
ま
す
。

※�

工
事
費
は
自
己
負
担
で
す
（
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
が
あ
り
ま
す
）。

※�

指
定
業
者
か
ら
必
ず
見
積
書
を
も
ら
い
、

契
約
を
交
わ
し
て
か
ら
工
事
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

子

ど

も

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は
親
に
代
わ
る

保
護
者
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
付
け
る
な

ど
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
や
発
達
を
妨
げ

る
行
為
の
こ
と
を
い
い
、
子
ど
も
へ
の
重
大

な
権
利
侵
害
に
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
が
連

携
を
密
に
し
、適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
、「
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
子
ど
も
を
守

る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
を
設
置
し
、
虐
待

の
防
止
や
状
況
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

虐
待
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
電
話
く

だ
さ
い
。
電
話
さ
れ
た
人
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

・
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
８
１（
代
表
）

　

�

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分

※�

時
間
外
に
つ
い
て
は
、
警
備
員
が
担
当
職

員
に
連
絡
し
ま
す
。

○
通
告
専
用
電
話

・
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉕
２
２
６
３

　

�

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
45
分

・
夜
間
・
休
日
虐
待
通
告
専
用
電
話

　

☎
０
７
２（
２
９
５
）８
７
３
７

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９

※�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

ス
ポ
ー
ツ

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
が
、
南
河
内
地
域

（
６
市
２
町
１
村
）に
住
む
人
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
を
振
興
し
、
そ
の
普
及
発
展
と
ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
っ
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）

場
所　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
リ
バ
テ
ィ
ー
（
Ｐ

Ｌ
）
教
団
本
庁
内
コ
ー
ス

区
間　

６
区
間

対
象　

南
河
内
地
域
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
人

費
用　

１
チ
ー
ム
５
千
円
（
保
険
料
含
む
）

受
付　

11
月
24
日（
金
）午
後
５
時
ま
で
に
費

用
と
印
鑑
を
持
参
し
、
教
育
課
（
く
す
の
き

ホ
ー
ル
内
、
☎
�
１
３
０
０
）
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

業
者
名

所
在
地
・
電
話
番
号

株
式
会
社

　
　

光
住
設
堺
市
南
区
小
代
６
４
２
番
地
３

☎
０
７
２（
３
２
０
）１
５
９
４
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人

権

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
そ
う

　

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を
行
い
ま
す
。　

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

期
間
中
は
関
係
機
関
が
連
携
、
協
力
し
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
意
識

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

お
知
ら
せ

住
宅
の
耐
震
化
に
補
助
金
の
活
用
を

　

次
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
設
計
・
改
修
・

除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
中
に
補
助
金
の
活
用
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物

補
助
内
容　

左
表
の
と
お
り
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
戦
略
室

「
登
記
無
料
相
談
会
」
開
催

　

大
阪
土
地
家
屋
調
査
士
会
南
河
内
支
部
と

大
阪
司
法
書
士
会
堺
支
部
の
共
催
に
よ
り
、

土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
司
法
書
士
に
よ
る

登
記
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

（
予
約
不
要
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル　

２
階
会
議
室

相
談
で
き
る
内
容　

相
続
、
贈
与
、
売
買
、

会
社
設
立
、
土
地
の
分
筆
、
地
籍
更
正
、
地

目
変
更
、
建
物
の
新
築
、
増
築
、
減
失
な
ど

の
登
記
手
続
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
。

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
混
雑
時

に
は
順
番
を
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
大
阪
土
地
家
屋
調
査
士　

南
河
内
支
部

　

☎
�
０
２
５
６

・
総
務
課

介
護
保
険
料
の
納
期
限

　

平
成
29
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
８

期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、11
月
30
日（
木
）

で
す
。
口
座
振
替
は
、11
月
24
日（
金
）で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

建築物の種類 補助の項目 補助の内容

木造住宅

耐震診断費 耐震診断費用の９／10の額または一戸あたり
４万５千円のいずれか低い金額

耐震設計費 耐震改修設計費用の７／10の額または一戸あたり
10万円のいずれか低い金額

耐震改修費 一戸あたり40万円（定額）。ただし、耐震改修工事費
が定額未満である場合は、当該工事費の額

除　却　費 一戸あたり40万円（定額）。ただし、除却工事費が定
額未満である場合は、当該工事費の額

非木造住宅 耐震診断費 耐震診断費用の１／２の額または一戸あたり
２万５千円のいずれか低い額
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環
境
衛
生

野
焼
き
・
野
積
み
・
不
法
投
棄
、

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
許
さ
な
い
！

　

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理

防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。
廃
棄
物
の
野
焼

き
、
崩
れ
そ
う
な
ほ
ど
に
廃
棄
物
を
積
み
上

げ
る
野
積
み
、
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
土
地

の
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

安
易
に
土
地
を
貸
し
た
結
果
、
廃
棄
物
が
不

法
投
棄
さ
れ
た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
し

て
、
周
り
の
生
活
環
境
に
も
支
障
を
お
よ
ぼ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
土
地
所
有
者
な
ど
が

多
額
の
費
用
を
負
担
し
て
撤
去
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
土
地
の
状

況
を
定
期
的
に
監
視
す
る
な
ど
、
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
７
２

　

�junkansuishin-g19@
sbox.pref.osaka.

lg.jp

・
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
仲
村　

郁
夫
（
千
早
９
９
２
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
母　

千
代
美
氏
の
供
養
と
し
て

安
心
キ
ッ
ト
の
中
身
を
更
新
し
て

い
ま
す
か
？

　

安
心
キ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
配
布

さ
れ
て
数
年
が
経
過
し
て
い
る
人
で
「
か
か
り

つ
け
の
医
師
が
変
わ
っ
た
」「
息
子
が
転
勤
し

た
の
で
緊
急
連
絡
先
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
、
変

更
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、

安
心
キ
ッ
ト
の
中
身
を
確
認
し
、
変
更
が
あ
れ

ば
情
報
内
容
を
更
新
し
て
、
最
新
の
情
報
を

保
管
し
て
お
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
情
報
シ
ー
ト
が
必
要
な
人
は
、
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

『
福
祉
の
つ
ど
い
』

～
地
域
を
つ
な
ぐ
福
祉
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
～

を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時　

12
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

福
祉
講
演
会
、
演
奏
会
、
屋
台
な
ど

ブ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
村
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
（
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局　

☎
�
０
２
９
４
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自
衛
官
募
集〈
高
等
工
科
学
校
生
徒
〉

高
校
同
等
教
育

・
修
学
年
限
３
年
、
高
卒
資
格
取
得

特
別
職
国
家
公
務
員
の
身
分
と
待
遇

・
期
末
手
当
年
２
回

・�

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
等
有
り

・�

被
服
類
、
寝
具
、
食
事
、
宿
舎
費
は
無
料

『
学
び
』
が
仕
事

・�

中
堅
技
術
者
育
成
、
将
来
の
幹
部
自
衛
官
へ

応
募
資
格

・�

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

　

17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

・�

推
薦　

11
月
１
日（
水
）～
12
月
１
日（
金
）

・�

一
般　

�

11
月
１
日（
水
）～
平
成
30
年
１
月

９
日（
火
）

試
験
日

・�

推
薦　

�

平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）～
８
日

（
月
）

　

※
記
載
の
期
間
の
指
定
す
る
１
日

・�

一
般　

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

自
衛
官
候
補
生

・�

所
要
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後
に
２
等

陸
・
海
・
空
士
に
任
用

・�

任
期
満
了
退
職
予
定
者
に
対
し
て
、
技
術
・

技
能
資
格
取
得
の
た
め
の
訓
練
や
企
業
説
明

会
な
ど
を
行
い
、再
就
職
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

・�

選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
曹
へ
進
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
って
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本

　

部
富
田
林
地
域
事
務
所　

☎
㉔
３
７
９
９

　

㉔
３
９
９
９

南
河
内
環
境
事
業
組
合
の
条
件

付
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
申

請
の
受
付
を
行
い
ま
す

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
業
務
委
託

の
条
件
付
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

業
務
名　

平
成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
残
滓

運
搬
処
理
業
務

受
付
期
間　

11
月
１
日（
水
）～
17
日（
金
）

提
出
方
法　

持
参
の
み

提
出
要
件　

組
合
構
成
市
町
村
に
事
務
所
等

を
設
置
し
て
い
る
も
の

提
出
書
類　
申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成

提
出
要
領
配
布　

11
月
17
日（
金
）ま
で（
土
・

日
、祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

※�

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
〒
５
８
４-

０
０
５
４

　

富
田
林
市
大
字
甘
南
備
２
３
４
５
番
地

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務
企
画
課

　

☎
㉝
６
５
８
４

　

http://www.m
inam

ikawachi-kankyo.or.jp

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
２
回
「
日
本
最
古
の
官
道　

竹
内
街
道
と
聖
徳
太
子
と
古
代

天
皇
が
眠
る
王
陵
の
谷
を
巡
る
」

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ
ンペ
ー
ン

協
議
会
で
は
、
今
な
お
残
る
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、

古
墳
、社
寺
、文
化
遺
産
な
ど
を
訪
れ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
12
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
雨

天
決
行（
荒
天
の
場
合
12
月
２
日（
土
）に
延
期
）

受
付　

近
鉄
南
大
阪
線
上
ノ
太
子
駅
下
車
、

聖
和
第
１
公
園
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

コ
ー
ス　

近
鉄
南
大
阪
線
上
ノ
太
子
駅
→
聖

和
台
第
１
公
園
（
集
合
・
ス
タ
ー
ト
）
→
竹

内
街
道
→
用
明
天
皇
陵
→
孝
徳
天
皇
陵
→
旧

山
本
家
住
宅
→
科
長
神
社
→
小
野
妹
子
墓
→

二
子
塚
古
墳
→
推
古
天
皇
陵
→
敏
達
天
皇
陵

→
西
方
院
→
叡
福
寺
→
聖
徳
太
子
御
廟
→
聖

和
台
第
１
公
園
（
ゴ
ー
ル
）《
徒
歩
約
14
キ
ロ
》

参
加
費　

無
料
（
拝
観
料
な
ど
は
自
己
負
担・

事
前
申
し
込
み
不
要
）

特
典
・
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

・�
完
歩
賞
（
今
回
及
び
次
回
を
完
歩
し

た
人
全
員
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光

　

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局
（
太
子
町

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ

く
り
課
内
）
☎
�
０
３
０
０
（
内
線
２
１
２
）
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富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間（
11
月
11
日
～
17
日
）

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
国
税
庁
」
で
検
索
。）

　

富
田
林
税
務
署
、
富
田
林
税
務
署
管
内
の

自
治
体
、
公
益
社
団
法
人
富
田
林
納
税
協
会

お
よ
び
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
で
は
、

「
租
税
教
室
」
の
開
催
、
ま
た
、
南
河
内
納

税
貯
蓄
連
合
会
で
は
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
「
税
に
つい
て
の
書
道
」・「
税
に
つい
て
の
作

文
」
の
募
集
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定

調
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
（
共
催
：
公

益
社
団
法
人
富
田
林
納
税
協
会
）。

※�

年
末
調
整
説
明
会
当
日
の
午
後
３
時
か
ら

５
時
ま
で
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
概

要
や
事
業
者
支
援
措
置
（
補
助
金
）
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

　
　
　

富
田
林
市
桜
ヶ
丘
町
２
番
８
号

　
　
　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署　

　

☎
㉔
３
２
８
１

「
２
０
１
７
大
阪
産（
も
ん
）フ
ェ
ア

～
み・
な・
さ・
ん
ネ
ッ
ト
第
14
回

朝
市
祭
～
」を
開
催
し
ま
す
！

　

南
河
内
の
農
産
物
直
売
所
で
組
織
す
る

「
南
河
内
産
直
ネ
ッ
ト（
み･

な･

さ･

ん
ネ
ッ

ト
）」
で
は
、
11
月
18
日（
土
）に
、「
２
０
１
７

大
阪
産（
も
ん
）フェア
～
み･

な･

さ･

ん
ネ
ッ

ト
第
14
回
朝
市
祭
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
直
売
所
が
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な
ど
の

農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
大
阪

産
（
も
ん
）
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

　

大
阪
産
（
も
ん
）
が
堪
能
で
き
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
、
皆
さ
ん
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
18
日（
土
）午
前
９
時
～

　
　
　

午
後
２
時　

雨
天
中
止（
小
雨
決
行
）

場
所　

�

富
田
林
市
農
業
公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー

ム
特
設
会
場
（
駐
車
場
）

共
催　

�

南
河
内
産
直
ネ
ッ
ト
、
大
阪
府
南
河

内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の

　

総
合
事
務
所　

農
の
普
及
課

　

☎
㉕
１
１
３
１
（
内
線
２
６
８
）

『
と
も
い
き
』～「
第
15
回
共
に
生

き
る
障
が
い
者
展
」の
開
催
～

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽
し

く
学
べ
る
体
感
型
・
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
！
11
月
18
日（
土
）は
、
大
阪
府

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
応
援
団
長
の
関
本
賢
太

郎
さ
ん
、
吉
本
芸
人
の
た
い
ぞ
う
さ
ん
や
女

と
男
も
登
場
。
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

対
戦
や
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
開
催

し
ま
す
。
19
日（
日
）は
、「
大
阪
府
障
が
い

者
芸
術
・
文
化
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
」
※

や
「
Ｉ
Ｔ
機
器
展
２
０
１
７
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展
」な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日（
土
）～
19
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時
（
入
場
無
料
）

※
午
後
１
時
30
分
～
４
時
45
分

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ

グ
・
ア
イ
）
泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ
丘
」
駅

下
車
２
０
０
ｍ

〈
問
い
合
わ
せ
〉
府
民
お
問
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　

ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン

　

☎
06（
６
９
１
０
）８
０
０
１

　

06（
６
９
１
０
）８
０
０
５

村広報紙に掲載する広告を募集しています
　村では本広報紙に掲載する広告を募集しています。
　掲載を希望される人は、下記問い合わせ先までご連絡をお願いします。
　掲載料：１月号あたり5000円　　　
　大きさ：天地５．９５㎝×17.85㎝（この記事と同じサイズ）
※また、別途村ホームページへの掲載広告も募集しています。詳しくはお問い合わせ
　ください。

〈問い合わせ・申し込み〉地域戦略室　☎�0081
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都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

大
阪
府
と
村
で
は
、
次
の
南
部
大
阪
都
市

計
画
案
に
つ
い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
関
係

市
町
村
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人
は
縦
覧

期
間
満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
大
阪
府
決
定
案
件
】

南
部
大
阪
都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整

備
の
方
針
の
変
更

縦
覧
期
間　

平
成
29
年
11
月
13
日（
月
）～
27

日（
月
）の
平
日
開
庁
時
間

縦
覧
場
所

・�

大
阪
府
庁
別
館
３
階　

都
市
計
画
室
計
画

推
進
課
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目

２
番
12
号
）

・�

千
早
赤
阪
村
人
事
財
政
課
地
域
戦
略
室

〈
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
〉

　

大
阪
府
都
市
整
備
部
都
市
計
画
室
計
画
推

　

進
課　

☎
06（
６
９
４
４
）６
７
７
６

若
者
就
職
応
援
フ
ェ
ア
in
南
河
内

　

就
職
に
つ
い
て
悩
み
や
疑
問
の
あ
る
15
歳

か
ら
お
お
む
ね
40
歳
代
前
半
ま
で
の
人
や
子

ど
も
の
就
職
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
立
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
）（
河
内
長
野
市
昭
栄
町
７-

１
）

内
容

①�

セ
ミ
ナ
ー
『
プ
ロ
コ
ー
チ
が
教
え
る
！
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
自
己
分
析
力

ア
ッ
プ
講
座
』（
定
員
30
人
）
午
後
１
時

15
分
～
２
時
45
分

　

講
師　

銀
座
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　

安　

淑
圭
（
あ
ん　

よ
し
か
）
さ
ん

②�

個
別
就
職
相
談
会
（
午
後
１
時
〜
、
２
時

〜
、
３
時
〜
、
１
回
50
分
・
定
員
９
組
）

対
象　

15
歳
～
お
お
む
ね
40
歳
代
前
半
の
若

年
者
と
そ
の
保
護
者

申
し
込
み　

11
月
６
日（
月
）～
（
先
着
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
参
加
も
可
。

　

ま
た
、
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
の
職
員

に
よ
る
労
働
相
談
（
予
約
不
要
、年
齢
不
問
）

も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。
賃
金
カ
ッ
ト
、
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

相
談
の
あ
る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
〉

　

富
田
林
市
商
工
観
光
課　

☎
㉕
１
０
０
０

　
（
内
線
４
８
１
）

㉖
２
０
２
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
女
性

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽

に
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守

日
時　

11
月
13
日（
月
）～
19
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　

11
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
９
６

第
14
回
障
が
い
者
雇
用
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
南
河
内“
働
き
た

い
”-

あ
な
た
の
道
が
き
っ
と
あ
る

　

特
例
子
会
社
、
職
業
能
力
開
発
校
・
開
発

施
設
、
就
労
訓
練
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
な
日
中

活
動
を
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
「
働
き
先
」
の
候
補
と
な

る
事
業
所
（
30
事
業
所
（
予
定
））
が
、
専

用
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
や
質
問
に
個
別
で
答
え
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
「
銀
河
の
間
」「
秀

月
の
間
」

対
象　

障
が
い
の
あ
る
人
、
家
族
、
支
援
機

関
・
教
育
機
関
、
企
業
関
係
な
ど

費
用　

無
料

※�

別
途
、
各
種
専
門
機
関
に
よ
る
「
生
活
相

談
」「
就
労
相
談
」
な
ど
、
個
別
専
門
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
し
ま
す
。
ま
た
、
就

活
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
教
室
お
よ
び
就
活
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
（
い
ず
れ
も
要
事
前
申

込
）
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
南
障

　

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
０
９
３　

�
６
０
９
５

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

11
月
の
無
料
税
務
相
談
は
17
日（
金
）の
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
相

談
室
で
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支

　

部
事
務
局　

☎
㉕
６
２
５
０
（
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

第
34
回
富
田
林
商
工
祭

日
時　

11
月
19
日（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

※
荒
天
中
止

場
所　

富
田
林
市
市
民
会
館
（
富
田
林
市
粟

ケ
池
町
２
９
６
９-

５
）

内
容　

青
果
、
管
内
事
業
所
即
売
、
南
河
内

特
産
品
販
売
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
う
ま
い

も
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
商
工
会

　

☎
㉕
１
１
０
１

11
月
９
日（
木
）か
ら
15
日（
水
）ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

火
災
防
止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部　

予
防
課　

☎
㉓
１
１
２
４

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」
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子
キ
ー
を
入
れ
て
ド
ア
を
閉
め
た
ら
ロ
ッ

ク
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
周
り
の
人
が

車
に
水
を
か
け
て
く
れ
、
救
急
車
を
呼
び
、

窓
を
壊
し
て
救
助
し
て
も
ら
い
何
と
か
助

か
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
、
意
図
し
な
い

施
錠
に
よ
る
子
ど
も
等
の
閉
じ
込
め
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
閉
じ
込
め
ト
ラ
ブ
ル
に
関

し
、
以
下
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
電
池
の
交
換

　

エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
て
い
る
と
き
に
、

電
子
キ
ー
の
電
池
が
切
れ
る
と
ド
ア
が
施

錠
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
池
は
定

期
的
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
交
換

で
き
な
い
と
き
は
乗
用
車
の
取
り
扱
い

デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

電
子
キ
ー
は
車
両
か
ら
離
し
て
保
管
す
る

　

電
子
キ
ー
を
車
の
近
く
に
置
い
た
ま
ま

に
す
る
と
、
電
波
を
発
信
し
続
け
て
電
子

キ
ー
の
電
池
や
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
消
耗

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
子
キ
ー
は
車

両
か
ら
離
れ
た
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

電
池
切
れ
の
際
の
ド
ア
の
解
除
方
法
の
確
認

　

電
子
キ
ー
の
電
池
切
れ
の
際
の
ド
ア
の

解
錠
方
法
を
乗
用
車
の
取
扱
説
明
書
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
不
明
点
は
乗
用

車
の
メ
ー
カ
ー
や
取
り
扱
い
デ
ィ
ー
ラ
ー

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

降
車
す
る
際
の
鍵
の
所
在
確
認

　

エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
て
い
る
と
き
に
、

カ
バ
ン
の
中
で
他
の
物
と
触
れ
る
な
ど
何

ら
か
の
理
由
で
電
子
キ
ー
の
ボ
タ
ン
が
押

さ
れ
る
と
、
車
内
に
電
子
キ
ー
が
あ
る
の

に
ド
ア
が
施
錠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

車
内
に
子
ど
も
だ
け
が
残
さ
れ
た
状
態
で

施
錠
さ
れ
た
場
合
に
は
、
閉
じ
込
め
ト
ラ

ブ
ル
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
運
転
者
と

電
子
キ
ー
は
「
一
緒
に
乗
車
、
一
緒
に
降

車
」
が
基
本
で
す
。
人
や
荷
物
の
乗
降
の

際
に
は
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
電
子
キ
ー

を
持
っ
て
い
る
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
閉
じ
込
め
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

夏
場
な
ど
気
温
の
高
い
時
期
に
は
、
短

時
間
の
閉
じ
込
め
で
も
熱
中
症
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
落
ち
着
い

て
車
内
の
お
子
さ
ん
の
状
態
を
よ
く
見
極

め
ま
し
ょ
う
。
緊
急
性
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
場
合
に
は
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
等
へ
子

ど
も
が
車
内
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
、
す
み
や
か
に
救
助
を
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。

　

子
ど
も
を
救
出
す
る
方
法
が
他
に
何
も

な
く
、
自
分
で
窓
を
壊
す
場
合
、
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
（
前
側
の
窓
）
で
は
な
く
ウ
イ

ン
ド
ー
ガ
ラ
ス
（
ド
ア
部
分
の
ガ
ラ
ス
）

を
、
金
属
や
石
な
ど
硬
い
も
の
で
勢
い
を

つ
け
て
強
く
打
撃
し
ま
す
（
※
）。
駐
車

場
な
ど
周
り
に
車
が
あ
れ
ば
、
搭
載
さ
れ

て
い
る
自
動
車
用
緊
急
脱
出
ハ
ン
マ
ー
を

借
り
て
そ
れ
を
使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
、ビ
ニ
ー
ル
袋
が
あ
れ
ば
硬
貨
（
金

属
）
や
石
を
詰
め
て
振
り
回
し
、
ス
ピ
ー

ド
を
つ
け
て
ウ
イ
ン
ド
ー
ガ
ラ
ス
を
打
撃

す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

※�

ウ
イ
ン
ド
ー
ガ
ラ
ス
を
割
る
こ
と
は
負

傷
等
の
お
そ
れ
も
あ
り
非
常
に
危
険
で

す
。
最
後
の
手
段
と
し
て
や
む
な
く
行

う
場
合
は
、
車
内
外
に
も
十
分
に
注
意

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※�
千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
太
子
町
・

河
南
町
の
消
費
者
相
談
は
、「
富
田
林

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。

開
所
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

富
田
林
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

【
質
問
】

　

乗
用
車
の
助
手
席
に
電
子
キ
ー
を
入
れ

た
カ
バ
ン
を
置
い
た
ま
ま
、
車
外
に
出
て

ド
ア
を
閉
め
た
と
こ
ろ
ロ
ッ
ク
が
か
か
り
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座
ら
せ
た
子
ど
も

が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
あ
わ
て
て
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
呼
ん

で
鍵
を
開
け
て
も
ら
い
、助
け
出
し
ま
し
た
。

子
ど
も
が
無
事
で
よ
か
っ
た
で
す
が
、

も
っ
と
暑
け
れ
ば
熱
中
症
に
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
怖
い
で
す
。
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

【
回
答
】

・�

電
子
キ
ー
の
電
池
が
切
れ
た
と
き
車
内

に
あ
る
。

・�

電
子
キ
ー
の
ボ
タ
ン
が
カ
バ
ン
の
中
で

他
の
物
と
触
れ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
理

由
で
押
さ
れ
た
と
き
に
乗
用
車
の
ド
ア

が
意
図
せ
ず
施
錠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

定
期
的
に
電
池
を
交
換
す
る
こ
と
や
、

車
を
降
り
る
と
き
に
子
キ
ー
を
持
っ
て
い

る
か
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
の
閉

じ
込
め
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
解
説
】

　

近
年
、
鍵
を
持
っ
て
い
る
だ
け
、
も
し

く
は
鍵
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
ド
ア
の

解
錠
、
施
錠
や
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
が
で
き

る
電
子
キ
ー
（
リ
モ
コ
ン
キ
ー
）
を
装
備

し
て
い
る
乗
用
車
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
機
能
で
あ
る
一
方
で
、「
電
子

キ
ー
が
作
動
し
な
く
な
り
、
炎
天
下
の
中

子
ど
も
が
車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
者
を
呼
び
、
ド

ア
を
こ
じ
開
け
て
救
出
し
た
」「
生
後
４

カ
月
の
子
ど
も
を
座
ら
せ
荷
物
の
中
に
電

「わがやのホープ」掲載希望者募集中
　村では広報紙のコーナー「わがやのホープ」へのお子様の掲載申し込みを受け付けています。
　掲載にご協力いただける方は、下記問い合わせ先までご連絡をお願いします。
　掲載対象者：概ね８歳未満のお子様（兄弟姉妹複数名での掲載も可能）
※掲載にあたっては、お子様の写真の提供をお願いします（広報発行時にご返却します）。
〈問い合わせ・申し込み〉人事財政課　地域戦略室　☎�0081

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�

お子様の
いい記念に
なりますよ

24



千早小吹台小学校・赤阪小学校運動会
　９月23日に千早小吹台小学校で、24日に赤阪小学校で運動会が開催されました。
　児童たちは各種競技に出場し、日頃の練習の成果を披露しました。
　また、両校とも、迫力ある団体演技では、保護者や多くの観客から盛大な拍手が沸き起こり、運動会のフィ
ナーレを飾りました。

▲赤阪小学校５・６年生による団体演技　「虹の架け橋～一人ひとりの想いを繋いで～」
　（千早小吹台小学校の様子は表紙に掲載）
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　９月３日、10日、24日に、村民運動場で軟式野
球秋季大会が６チームの参加により行われました。
優　勝　アベレージ
準優勝　エヴェッサ

軟式野球秋季大会

下赤阪の棚田
稲刈り

　９月16日、豊中市立文化芸術センターで大阪府
スポーツ推進委員研修会および功労者表彰式が行
われ、村スポーツ推進委員５人が参加しました。
　表彰式では、千福明子委員が功労者表彰を受賞
されました。長年スポーツ推進委員協議会の発展
に尽力された功績によるものです。
　また、研修会はリーダー養成講習会における伝
達講習と事例発表、シンポジウムが行われました。

　10月中旬頃、下赤阪の棚田では黄金色の稲が収
穫時期を迎え、稲刈りが行われました。
　下赤阪の棚田で活動を行っている地域おこし協
力隊の上地さんは、バインダーで丁寧に稲を刈り
とり稲架をかける作業に追われていました。刈取
りが終わり、稲架が掛けられた棚田には昔懐かし
い風景が広がっています。

大阪府スポーツ推進委員協議会
研修会及び功労者表彰

「特殊詐欺の
被害を防げ！」

　富田林警察署の駐在所の４人が特殊詐欺の手口
を再現した寸劇を行い、各地区の千早赤阪村老人
クラブの皆さんに対して被害に遭わないよう注意
を呼びかけました。

▲₉月18日千早老人憩の家での風景
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・近況は・・・
　近畿大学でプログラミングなどのＩＴ分野に
ついて勉強しています。
　また、広告研究会という部活にも入っていて
充実した日々を送っています。
・趣味は・・・
　最近買ったミラーレスカメラで写真を撮るこ
とです。
・夢は・・・
　夢はＩＴ業界か広告業界で仕事をする事です。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　大学の友達と沖縄へ旅行に行ったことです。
　海がとても綺麗で感動しました。
・思い出のアルバムから・・・

　

・千早赤阪村について・・・
　空気が澄んでいてとても良い所だと思います。
・次号は・・・
　中学校の同級生の浅井　波　さんです。
・浅井さんへメッセージを・・・
　成人式で会えるのを楽しみにしています。

小吹台　 北　浦　大　幹 さん
＜20歳　しし座＞

DaikiKitaura

青パト車輛を
寄贈して頂きました

　大阪府遊技業協同組合から、青色防犯パトロール車
輛を寄贈いただき、９月26日（火）に大阪府庁前にて車
輛引継式が行われました。
　府下８市区町村に寄贈いただいた各車輛は、今後、
青色防犯パトロールにおいて児童の下校時間帯や夕暮
れ時に、子どもの安全を守る活動を行っていきます。

小吹台　わたなべ　ちはる　ちゃん
（　渡　部　千　晴　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年４月９日生まれ

	 わたなべ　さち　ちゃん
（　渡　部　早　智　）

　　　　　　　　　　　　　　平成27年10月８日生まれ

姉妹仲良く楽しく過ごそうね。

　父・要介さん　母・裕子さん

小さい頃、岡山県のチボリ公園に行った
時の写真です。弟が僕と同じポーズをし
ています（笑）。

312
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療曜日（10月より変更になっています）

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）〜（金）　午前９時〜11時30分
　午後診　（月）（水）（木）　午後２時～４時30分　　※（水）の午後診は訪問
　夜　診　（水）　　　　　午後５時～６時30分　　　診療のみです。
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火）（金）　午後１時〜２時30分

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時〜11時30分／午後１時〜３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時〜11時30分／午後１時〜３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo － qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健　

診

4 か 月 児 健 康 診 査
11月22日㈬

午後1時
～1時10分 平成29年６・７月生

1 歳 児 健 康 診 査 午後1時15分
～1時25分 平成28年10・11月生

広　

場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

11月6日・13日・
20日・27日
12月4日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談） 11月20日㈪ 午前10時

～11時30分
0～1歳ごろまでの
乳幼児と保護者

相　
　

談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 11月10日㈮

午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人

（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） 11月21日㈫ 午後１時30分～

（要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個 別 健 康 栄 養 相 談 11月24日㈮ 午前10時～正午
（来庁の場合要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

11月３日（金）・
７日（火）・10日（金）・
14日（火）・17日（金）・
21日（火）・24日（金）・
28日㈫・12月１日㈮

粗 大 ご み
（第１水曜日）

11月１日（水）
12月６日㈬・30日㈯
※１月の収集はありません

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

11月９日（木）
　　23日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 11月16日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日） 11月22日（水）

各地区ミゼット車 11月17日（金）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 11月29日（水）予定

千早、東阪、中津原 11月30日（木）予定

心配ごと 11月２日（木）
12月７日（木）

児　　童 12月７日（木）
（11月はありません）

行　　政 11月２日（木）
12月７日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課　☎�0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,391人（－13）
　男　　2,559人（－８）
　女　　2,832人（－５）
世帯数　2,333戸（－２）

９月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

健康診査＆相談など


